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Ⅰ　調査・研究の目的と方法等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１　調査・研究の目的 

本調査・研究は，本町における児童生徒の学力･学習状況を把握，分析し，学習指導の

改善や学習意欲の向上に資する基礎資料を提示することを目的とする。 

 

２　調査・研究の方法 

（１）本町の小･中学校の調査結果について，「令和４年度 全国学力・学習状況調査 調査

結果のポイントについて ～北海道（公立）における調査結果～」（北海道教育委員会）

を参考に分析･考察した。 

（２）国語，算数・数学の設問別調査については「傾向」「正答率の高かった問題」「正答

率の低かった問題」「無回答率の高かった問題」を掲載した。また，質問紙調査につい

ては，音更町教育推進の重点に沿い，授業改善や今後の指導等に資する設問を抜粋，

分析を行った。 

 

３　調査・研究の内容 

（１）全国学力・学習状況調査　調査結果の概要（音更町の傾向の把握） 

（２）全国学力・学習状況調査結果分析① 

全国を 100 として正答率が全国値と比べて「最も高かった問題」「最も低かった問題」 

（３）全国学力・学習状況調査結果分析② 

　　主に無回答率の数値が全国値と比べて，「特に高かった問題」 

（４）質問紙の分析 

①　家庭学習等の時間　　　　　　　　　　　　⑤　将来の夢や目標 

②　算数・数学の授業内容が分かるか　　　　　⑥　自尊感情 

③　課題解決に向けた主体的取組 　　 　 ⑦　いじめに対する認識 
④　話し合い活動による思考の深化　　　　　　⑧　家庭学習の計画性 

※平成 28 年度から経年比較が可能な設問を選択し直し，経年比較を行なっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５）調査日 

令和４年４月１９日（火） 

（６）調査を実施した児童生徒数 

　※　児童生徒数・質問紙の分析は，全国学力・学習状況調査報告書（文部科学省　国立

教育政策研究所）及び北海道版調査報告書（北海道教育委員会）を資料として引用

した。

 全　　国 北海道 音更町

 小学校 ９６５，３０８ ３４，３０９ ３８０

 中学校 　　　８９１，８２０ ３２，９１０ ３８３



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ　学力調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



小学校 

※ 全国を 100 として比較 
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＜総評＞ 

　国語も算数も全国平均・全道平均を下回る結果になった。国語は全国平均－3.6 ポイ

ント、算数は全国平均－5.2 ポイントである。 

 

＜学習指導要領の内容・問題形式＞ 

国語は、「知識及び技能」における「(1)言葉の特徴や使い方に関する事項」は全国平

均を若干下回っている。「思考力、判断力、表現力等」においては「Ａ話すこと・聞く

こと」以外、全国平均より 6％以上低くなっており、特に「Ｃ読むこと」は全国平均よ

り 6.9 ポイント低かった。 

話し言葉と書き言葉の違いを理解し適切なものを選択する問題の正答率が最も高く、

表現の効果を考えて内容として適切なものを選択する問題の正答率が最も低かった。ま

た、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章の良いところを見付け、記述で書

く問題の無回答率が高かった。 

算数は、全領域・観点において全国平均を下回っている。その中で、一番下低かった

のは、「Ｄデータの活用」の領域で全国平均を 8.5 ポイント下回った。 

４位数×１位数の計算問題の正答率が最も高く、数量が変わっても割合は変わらない

ことを計算する問題の正答率が低かった。 

数の意味を理解し、全体と部分の関係に着目してある項目に当たる数を求める問題の

無回答率が高かった。 

＜その他＞ 

　一昨年は国語と算数どちらも全国平均を下回る結果となっていたが、今年度も同様に

二教科とも全国平均を下回り、落ち込みが見られる結果となった。



中学校 

※ 全国を 100 として比較 
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＜総評＞ 
　国語・数学において全国平均をやや上回る結果となった。国語は全国平均＋3.0 ポ

イント、数学は全国平均+0.6 ポイントである。 
 
＜領域・観点・問題形式＞ 

国語は、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域で全道・全国の平

均を上回った。「読むこと」の領域についてはほかの２領域と比べるとポイントが低い

ことがうかがえる。問題別に見ると、文章に表れているものの見方や考え方を捉え、

自分の考えを持つという趣旨の記述式問題で正答率は全国平均を 3.3 ポイント上回っ

ているもののほかの問題形式と比べると正答率が低いことがうかがえる。 
数学は、「図形」「関数」の領域が全国平均を若干下回り、「データの活用」の領域で

は全国平均を 2.9 ポイント上回った。問題別にみると、素因数分解をする問題が全国

平均より 6 ポイント低かった。容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選ぶ問

題は全国平均より 4.4 ポイント高かった。 
 

＜その他＞ 
　一昨年も今回も、全国平均をわずかに上回っており、安定した傾向が続いている。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ　学力調査結果の分析① 

 
 

全国を 100としてみたときに 
正答率の全国比が最も高かった問題と最も低かった問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



小学校国語 

○ 正答率の全国比が最も高かった問題（全国を 100としてみたとき） 

 
 
 
 

　　　　　　（次ページへ続く） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題３ 三イの正答率全国比と比べて１０６（音更町正答率６２．
１％） 
「【文章２】の中の―――部イ（はんせい）を，漢字を使って書き直

す」問題



 

小学校国語 

● 正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100としてみたとき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次ページに続く  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題２三 正答率全国比と比べて８３（音更町正答率４８．９％） 
【山村さんの文章】の　　B　　に入る内容として適切なものを
選択する問題



小学校算数 

○ 正答率の全国比が最も高かった問題（全国を 100としてみたとき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 問題□1１(2) 　正答率全国比と比べて１００．３（音更町正答率７２．４％） 
「１４と２１の最小公倍数を求める」問題



小学校算数 

● 正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100としてみたとき） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題□4（１） 正答率全国比と比べて７８．０（音更町正答率３８．１％） 
「示されたプログラムについて，正三角形をかくことができる正しいプログラムに

書き直す」問題



中学校国語 

○正答率の全国比が最も高かった問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題３ 一の正答率全国比と比べて１００．１音更正答率６２．１％） 
「陽炎みたいに揺らめきながら」に使われている表現の技法の名称を

書き，同じ表現の技法が使われているものを選択する問題



中学校国語 

○ 正答率の全国比が最も低かった問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問題１ 二の正答率全国比と比べて９８．６（音更正答率６４．２％）） 
話の進め方のよさを具体的に説明したものとして適切なものを選択

する問題。（論理の展開などに注意して聞く）



中学校数学 

○ 正答率の全国比が最も高かった問題（全国を 100としてみたとき） 
 
１　４２を素因数分解しなさい。 
 

 
 
 

 
 
 
○正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100としてみたとき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（次ページへ続く） 

問題１ 正答率全国比と比べて１２９（音更町正答率４６．２％） 
「自然数を素数の積で表すことができる」問題



 
○正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100としてみたとき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問題９（２） 正答率正答率全国比と比べて８５（音更町正答率１０．４％） 
「∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になる理由を示し，∠ＥＢＦの大きさがい

つでも６０°になることの説明を完成する」問題



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ　学力調査結果の分析② 

 
 

主に無回答率が全国比 100 を上回り，無回答率の数値が特に高い問題 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



小学校国語 

○ 無回答率が全国比 100 を上回り，無回答率の数値が特に高い問題 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ続く） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題３ 二（１）無回答率全国比１０７（音更町無回答率１５．５％） 
「【伝え合いの様子の一部】を基に、【文章２】のよさを書く」問題



小学校算数 

○ 無回答率が全国比 100 を上回り，無回答率の数値が特に高い問題 

問題□3 (1) 　無回答率全国比１００（音更町無回答率２．１％） 
「表のしりとりの欄に入る数を求める式と答えを書く」問題。



中学校国語 

○ 無回答率の数値が特に高い問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題１－三　無回答率全国比１１２　音更町無回答率　１８．８％ 
「スピーチのどの部分をどのように工夫して話すのか」と、そのように話す意図を書く」

問題。



中学校数学 

○ 無回答率の数値が特に高い記述問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 問題９（２）の無回答率　全国比１１１　音更町無回答率　４２．６％ 

「∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になる理由を示し，∠ＥＢＦの大きさが

いつでも６０°になることの説明を完成する」問題



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ　質問紙の分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の「教育行政執行方針」や音更町の重点課題解決

に直結する質問項目に絞った分析を行った。 
 
『確かな学力の向上』から「家庭学習習慣の定着」「分

かる授業」「主体的課題解決」「話し合い活動」に関する項

目を選択した。 
また、『豊かな心の育成』から「将来の夢や目標」「自尊

感情」「いじめ」に関する項目を選択した。



1. 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜）、1 日当たりどれくらいの時間、勉強をしま

すか。 
＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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 　「１時間以上勉強している」という回答が半数を下回っている。経年比較では、「１時

間以上勉強している」という回答は徐々に減ってきており、今年度は前回より 4.8 ポイン

ト低くなった。なお、音更町６年生児童の 34.6％が、「３０分以上、１時間より少ない」

と回答している。

 

 全体の 70％が「１時間以上勉強をしている」と回答している。また、全体の 26.2％が「２

時間以上、3 時間より少ない」で全国、全道を上回った。経年比較では、「１時間以上勉強

をしている」と回答した割合が、前回より 14.4 ポイント減ったが、前回同様に高い水準を

維持している。 

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】
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2. 算数・数学の授業の内容は、よく分かりますか。 
※グラフの「分かる」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「分かる」と回答した割合は全国より 0.2 ポイント、全道より 2.6 ポイント上回った。

経年比較では、H30 年度から「分かる」の回答率が 80%を超えており、前年度より 6.2
ポイント下回ったが、高い水準を維持している。
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 「分かる」と回答した割合は、全国より 0.9 ポイント下回り、全道より 1.8 ポイント上

回った。「分からない」と回答した中では「どちらかと言えば、当てはまらない」という回

答率は全国より 0.2 ポイント高く、また、「当てはまらない」という回答率も全国より 0.8
ポイント高い結果である。 
経年比較では、「分かる」の回答率が 75.3%となり、前回とほぼ同等であった。

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



3. 昨年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん

でいたと思いますか。 
※グラフの「取り組んでいた」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と回答した割合は、全

国より 1.1 ポイント、全道より 0.5 ポイント上回った。経年比較では、「取り組んでい

た」の回答率が前年度より 4.3 ポイント下回ったが、高い水準を維持している。
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 「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と回答した割合は、全国、

全道より下回っているが、「当てはまる」の回答率が全国より 1.6 ポイント、全道より 2.3
ポイント上回った。経年比較では、前回を 7.2 ポイント下回ったが、高い水準である。 

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



4. 話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思

いますか。 
※グラフの「できている」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と

回答した割合は、全国より 0.1 ポイント、全道より 0.3 ポイント下回ったが、ほぼ同程度

であった。経年比較では、前回を 0.1 ポイント下回っているが、80%に達している。

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全国 全道 音更町

できている できていない

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H29 H30 R1 R2 R3   R4

できている できていない

 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と

回答した割合は、81.1%で、全国を 2.4 ポイント、全道を 3.1 ポイント上回った。経年比較

では、「できている」の回答率が H30 年度から徐々に上昇してきている。今年度は前回を

1.9 ポイント下回ったが、高い水準であった。

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



5. 将来の夢や目標をもっていますか。 
※グラフの「もっている」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
 

 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全国 全道 音更町

もっている もっていない

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H29 H30 R1 R2 R3 R4

もっている もっていない

 
　「将来の夢や目標をもっている」と回答した割合は、全国より 3.7 ポイント、全道より

5 ポイント上回った。経年比較では、「もっている」の回答率が H30 年度を境に少しずつ

だが下降しており、今年度は前回より 0.7 ポイント下回っている。
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 「将来の夢や目標をもっている」と回答した割合は、全国より 1.5 ポイント、全道より

0.5 ポイント下回った。経年比較では、R1 年度を堺に少しずつ下降しており、前回より 2.7
ポイント下回る結果となった。

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



6. 自分には、よいところがあると思いますか。 
※グラフの「ある」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
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＜中学校＞ 
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　「自分には、よいところがある」と回答した割合は 76.9%で、全国より 2.4 ポイント下

回り、全道より 0.5 ポイント上回っている。経年比較では、「ある」の回答率が今回は

76.9%で、前回を 1 ポイント上回っており、R2 年度から徐々に上昇してきている。
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 「自分には、よいところがある」と回答した割合は 76.7%で、全国を 1.8 ポイント、全

道を 0.7 ポイント下回った。経年比較では、「ある」の回答率が、前回を 1.3 ポイント下回

っており、H30 年度を堺に少しずつ下降している。

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



7. いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 
※グラフの「思う」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「いじめはどんなことがあってもいけないこと」と回答した割合が、98.1%であり、全

国・全道を若干上回っている。経年比較では、「思う」の回答率が今年度は前回より 0.5
ポイント上回り、100%が目前の高い水準を維持している。
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 「いじめはどんなことがあってもいけないこと」と回答した割合が、全国・全道・音更

町ともに 96%を超えており、音更町が若干上回っている。経年比較では、「思う」と回答し

た割合が前回を 0.5 ポイント上回る高い数値を示しており、いじめに対する認識が高い。

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



8. 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。 
※グラフの「している」は、「している」・「ときどき、している」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した割合が、全国より 0.7 ポイン

ト上回り、全道より 4.8 ポイント下回った。経年比較では、「している」の回答率が 71.8%
で、前回を 7.3 ポイント下回ったが、H30 年度から 70%を上回っている。
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 「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した割合は 66.7%で、全国・全道

より 7~8 ポイント高い結果となった。経年比較では、「している」の回答率が前回を 14.6
ポイント下回ったが、H30 年度より 60%をほぼ上回っている。

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和４年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】


